




【研究目的】

セレンはグルタチオンペルオキシダーゼの活性に必須な元素であるが、最小必要量と中毒

症を引き起こす摂取量が比較的狭い範囲にある微量元素である。

ヒトにおけるセレン欠乏はこれまで完全静脈栄養を長期間施行中の患者に発症し、筋肉痛、

GOT,GPT の上昇、必筋症などが欠乏症状である。これまで、乳時期のセレンに関する栄養

状態についてあまり検討されていない。

そこで、母乳中のセレン含量を知ることにより乳児期のセレン摂取量を推定し乳児の健康

への影響について検討することを目的とした。


